
議

案

第

三

十

五

号

杉

並

区

財

政

事

情

の

公

表

に

関

す

る

条

例

等

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

右

の

議

案

を

提

出

す

る

。

平

成

十

六

年

六

月

八

日

提

出

者

杉

並

区

長

山

田

宏

杉

並

区

財

政

事

情

の

公

表

に

関

す

る

条

例

等

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

第

一

条

杉

並

区

財

政

事

情

の

公

表

に

関

す

る

条

例

（

昭

和

二

十

三

年

杉

並

区

条

例

第

五

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

題

名

中

「

財

政

事

情

」

を

「

財

政

状

況

」

に

改

め

る

。

第

一

条

に

見

出

し

と

し

て

「

（

趣

旨

）

」

を

付

し

、

同

条

中

「

地

方

自

治

法

」

を

「

こ

の

条

例

は

、

地

方

自

治

法

」

に

、

「

第

二

百

四

十

三

条

の

三

」

を

「

第

二

百

四

十

三

条

の

三

第

一

項

及

び

杉

並

区

自

治

基

本

条

例

（

平

成

十

四

年

杉

並

区

条

例

第

四

十

七

号

）

第

二

十

三

条

」

に

、

「

財

政

事

情

」

を

「

財

政

状

況

」

に

、

「

関

し

て

は

、

こ

の

条

例

の

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

る

」

を

「

関

し

必

要

な

事

項

を

定

め

る

も

の

と

す

る

」

に

改

め

る

。

第

二

条

に

見

出

し

と

し

て

「

（

公

表

時

期

）

」

を

付

し

、

同

条

第

一

項

中

「

財

政

事

情

」

を

「

財

政

状

況

（

杉

並

区

自

治

基

本

条

例

第

二

十

三

条

に

規

定

す

る

財

務

に

関

す

る

資

料

（

以

下

「

財

務

に

関

す

る

資

料

」

と

い

う

。

）

を

除

く

。

次

条

に

お

い

て

同

じ

。

）

」

に

、

「

六

月

一

日

及

び

十

二

月

一

日

に

こ

れ

を

」

を

「

五

月

及

び

十

一

月

に

」

に

改

め

、

同

条

第

二

項

を

次

の

よ

う

に

改

め

る

。

２

財

務

に

関

す

る

資

料

の

公

表

は

、

毎

年

十

月

に

行

う

も

の

と

す

る

。



第

三

条

及

び

第

四

条

を

次

の

よ

う

に

改

め

る

。

（

公

表

事

項

）

第

三

条

前

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

五

月

に

財

政

状

況

を

公

表

す

る

場

合

に

お

け

る

公

表

事

項

は

、

当

該

月

の

属

す

る

年

度

（

以

下

「

当

該

年

度

」

と

い

う

。

）

の

前

年

度

の

十

月

一

日

か

ら

三

月

三

十

一

日

ま

で

の

間

に

お

け

る

次

に

掲

げ

る

事

項

及

び

当

該

年

度

の

予

算

の

概

要

と

す

る

。

一

歳

入

歳

出

予

算

の

執

行

状

況

二

区

民

の

負

担

の

状

況

三

財

産

、

地

方

債

及

び

一

時

借

入

金

の

現

在

高

四

そ

の

他

財

政

運

営

に

関

し

区

長

が

必

要

と

認

め

る

事

項

２

前

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

十

一

月

に

財

政

状

況

を

公

表

す

る

場

合

に

お

け

る

公

表

事

項

は

、

当

該

年

度

の

四

月

一

日

か

ら

九

月

三

十

日

ま

で

の

間

に

お

け

る

前

項

各

号

に

掲

げ

る

事

項

及

び

当

該

年

度

の

前

年

度

の

決

算

の

概

要

と

す

る

。

３

前

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

公

表

す

る

財

務

に

関

す

る

資

料

は

、

次

に

掲

げ

る

財

務

諸

表

そ

の

他

区

長

が

必

要

と

認

め

る

資

料

と

す

る

。

一

当

該

年

度

の

前

年

度

末

の

貸

借

対

照

表

二

当

該

年

度

の

前

年

度

の

キ

ャ

ッ

シ

ュ

・

フ

ロ

ー

計

算

書

及

び

行

政

コ

ス

ト

計

算

書

４

区

長

は

、

前

三

項

に

掲

げ

る

も

の

の

ほ

か

、

必

要

に

応

じ

、

財

政

状

況

及

び

財

務

に

関

す

る

資

料

の

公

表

事

項

の

基

礎

と

な

る

資

料

を

公

表

す

る

も

の

と

す

る

。

（

公

表

方

法

）

第

四

条

財

政

状

況

の

公

表

は

、

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

の

利

用

、

区

長

が

指

定

す

る

場

所

に

お

け

る

閲

覧

、



区

役

所

の

門

前

掲

示

場

へ

の

掲

示

そ

の

他

区

長

が

適

当

と

認

め

る

方

法

に

よ

り

行

う

も

の

と

す

る

。

第

五

条

に

見

出

し

と

し

て

「

（

委

任

）

」

を

付

し

、

同

条

中

「

定

め

る

も

の

の

外

財

政

事

情

の

公

表

の

手

続

」

を

「

施

行

」

に

改

め

、

「

こ

れ

を

」

を

削

る

。

第

二

条

杉

並

区

職

員

定

数

条

例

（

昭

和

二

十

九

年

杉

並

区

条

例

第

一

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

第

四

条

に

見

出

し

と

し

て

「

（

委

任

）

」

を

付

し

、

同

条

中

「

・

任

用

・

分

限

・

」

を

「

、

任

用

、

分

限

、

」

に

、

「

取

扱

」

を

「

取

扱

い

」

に

改

め

、

同

条

を

第

七

条

と

す

る

。

第

三

条

を

第

五

条

と

し

、

同

条

の

次

に

次

の

一

条

を

加

え

る

。

（

公

表

）

第

六

条

区

長

は

、

毎

年

度

一

回

、

職

員

の

配

置

そ

の

他

の

職

員

の

状

況

に

関

す

る

資

料

を

作

成

し

、

公

表

す

る

も

の

と

す

る

。

第

二

条

第

二

項

中

「

（

昭

和

二

十

二

年

法

律

第

六

十

七

号

）

」

を

削

り

、

同

条

を

第

四

条

と

す

る

。

第

一

条

を

第

二

条

と

し

、

同

条

の

次

に

次

の

一

条

を

加

え

る

。

（

区

長

の

責

務

）

第

三

条

区

長

は

、

職

員

の

定

数

を

定

め

る

に

当

た

つ

て

は

、

区

政

運

営

が

効

率

的

か

つ

機

動

的

な

も

の

と

な

る

よ

う

努

め

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

第

一

条

と

し

て

次

の

一

条

を

加

え

る

。

（

趣

旨

）

第

一

条

こ

の

条

例

は

、

地

方

自

治

法

（

昭

和

二

十

二

年

法

律

第

六

十

七

号

）

第

百

七

十

二

条

第

三

項

等

の

規

定

に

基

づ

き

、

杉

並

区

の

職

員

の

定

数

に

関

し

必

要

な

事

項

を

定

め

る

も

の

と

す

る

。



第

三

条

杉

並

区

組

織

条

例

（

平

成

十

三

年

杉

並

区

条

例

第

五

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

第

二

条

を

第

四

条

と

し

、

同

条

の

次

に

次

の

一

条

を

加

え

る

。

（

公

表

）

第

五

条

区

長

は

、

毎

年

度

一

回

、

組

織

の

状

況

に

関

す

る

資

料

を

作

成

し

、

公

表

す

る

も

の

と

す

る

。

第

一

条

中

「

地

方

自

治

法

（

昭

和

二

十

二

年

法

律

第

六

十

七

号

）

第

百

五

十

八

条

第

一

項

の

規

定

に

基

づ

き

、

区

長

の

権

限

に

属

す

る

事

務

を

分

掌

さ

せ

る

た

め

、

」

を

削

り

、

同

条

を

第

三

条

と

し

、

第

一

条

及

び

第

二

条

と

し

て

次

の

二

条

を

加

え

る

。

（

趣

旨

）

第

一

条

こ

の

条

例

は

、

地

方

自

治

法

（

昭

和

二

十

二

年

法

律

第

六

十

七

号

）

第

百

五

十

八

条

第

一

項

の

規

定

に

基

づ

き

、

区

長

の

権

限

に

属

す

る

事

務

を

分

掌

さ

せ

る

た

め

の

組

織

に

関

し

必

要

な

事

項

を

定

め

る

も

の

と

す

る

。

（

区

長

の

責

務

）

第

二

条

区

長

は

、

組

織

の

編

成

に

当

た

っ

て

は

、

区

政

運

営

が

効

率

的

か

つ

機

動

的

な

も

の

と

な

る

よ

う

努

め

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

附

則

こ

の

条

例

は

、

公

布

の

日

か

ら

施

行

す

る

。

（

提

案

理

由

）

区

が

定

め

る

最

高

規

範

で

あ

る

自

治

基

本

条

例

の

趣

旨

と

の

整

合

性

を

図

る

必

要

が

あ

る

。



- 1 -

杉

並

区

財

政

事

情

の

公

表

に

関

す

る

条

例

等

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

新

旧

対

照

表

第

一

条

に

よ

る

改

正

（

杉

並

区

財

政

事

情

の

公

表

に

関

す

る

条

例

の

一

部

改

正

）

新

条

例

旧

条

例

杉

並

区

財

政

状

況

の

公

表

に

関

す

る

条

例

杉

並

区

財

政

事

情

の

公

表

に

関

す

る

条

例

（

趣

旨

）

第

一

条

こ

の

条

例

は

、

地

方

自

治

法

（

昭

和

二

十

第

一

条

地

方

自

治

法

（

昭

和

二

十

二

年

法

律

第

六

十

七

号

）

第

二

百

四

十

三

条

の

三

二

年

法

律

第

六

十

七

号

）

第

二

百

四

十

三

条

の

三

第

一

項

及

び

杉

並

区

自

治

基

本

条

例

（

平

成

十

四

年

杉

並

区

条

例

第

四

十

七

号

）

第

二

十

三

条

の

規

の

規

定

に

よ

る

杉

並

区

の

財

政

状

況

の

公

表

に

関

し

必

定

に

よ

る

杉

並

区

の

財

政

事

情

の

公

表

に

関

し

て

要

な

事

項

を

定

め

る

も

の

と

す

る

。

は

、

こ

の

条

例

の

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

る

。

（

公

表

時

期

）

第

二

条

財

政

状

況

（

杉

並

区

自

治

基

本

条

例

第

二

第

二

条

財

政

事

情

十

三

条

に

規

定

す

る

財

務

に

関

す

る

資

料

（

以

下

「

財

務

に

関

す

る

資

料

」

と

い

う

。

）

を

除

く

。

次

条

に

お

い

て

同

じ

。

）

の

公

表

は

、

毎

年

五

月

の

公

表

は

、

毎

年

六

月

及

び

十

一

月

に

行

う

も

の

と

す

一

日

及

び

十

二

月

一

日

に

こ

れ

を

行

う

も

の

と

す

資 料



- 2 -

る

。

る

。

２

財

務

に

関

す

る

資

料

の

公

表

は

、

毎

年

十

月

に

天

災

そ

の

他

避

け

る

こ

と

の

で

き

な

い

事

故

に

行

う

も

の

と

す

る

。

因

り

、

前

項

の

期

日

に

財

政

事

情

を

公

表

す

る

こ

と

が

で

き

な

い

と

き

は

、

区

長

は

事

故

の

止

ん

だ

と

き

か

ら

一

ケ

月

以

内

に

お

い

て

、

そ

の

期

日

を

定

め

て

、

こ

れ

を

公

表

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

（

公

表

事

項

）

第

三

条

前

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

六

月

一

日

に

第

三

条

前

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

五

月

に

財

政

公

表

す

る

財

政

事

情

に

お

い

て

は

、

前

年

十

月

一

状

況

を

公

表

す

る

場

合

に

お

け

る

公

表

事

項

は

、

日

か

ら

三

月

三

十

一

日

ま

で

の

期

間

に

お

け

る

左

当

該

月

の

属

す

る

年

度

（

以

下

「

当

該

年

度

」

と

に

掲

げ

る

事

項

を

掲

載

し

、

且

つ

財

政

の

動

向

及

い

う

。

）

の

前

年

度

の

十

月

一

日

か

ら

三

月

三

十

び

区

長

の

財

政

方

針

を

明

ら

か

に

す

る

も

の

と

す

一

日

ま

で

の

間

に

お

け

る

次

に

掲

げ

る

事

項

及

び

る

。

当

該

年

度

の

予

算

の

概

要

と

す

る

。

一

収

入

及

び

支

出

の

概

況

一

歳

入

歳

出

予

算

の

執

行

状

況

二

住

民

の

負

担

の

概

況

二

区

民

の

負

担

の

状

況

三

公

営

事

業

の

経

理

の

概

況

三

財

産

、

地

方

債

及

び

一

時

借

入

金

の

現

在

高

四

財

産

、

地

方

債

及

び

一

時

借

入

金

の

現

在

高

四

そ

の

他

財

政

運

営

に

関

し

区

長

が

必

要

と

認

五

そ

の

他

区

長

に

お

い

て

必

要

と

認

め

る

事

項

め

る

事

項

前

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

十

二

月

一

日

に

公

２

前

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

十

一

月

に

財

政

状

表

す

る

財

政

事

情

に

お

い

て

は

、

四

月

一

日

か

ら
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況

を

公

表

す

る

場

合

に

お

け

る

公

表

事

項

は

、

当

九

月

三

十

日

ま

で

の

期

間

に

お

け

る

前

項

各

号

に

該

年

度

の

四

月

一

日

か

ら

九

月

三

十

日

ま

で

の

間

か

か

げ

る

事

項

を

掲

載

し

、

且

つ

前

年

度

の

決

算

に

お

け

る

前

項

各

号

に

掲

げ

る

事

項

及

び

当

該

年

の

概

況

を

明

ら

か

に

す

る

も

の

と

す

る

。

度

の

前

年

度

の

決

算

の

概

要

と

す

る

。

区

長

は

、

必

要

に

応

じ

財

政

事

情

の

掲

載

事

項

３

前

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

公

表

す

る

財

務

に

の

基

礎

と

な

る

べ

き

事

実

及

び

数

字

を

記

載

し

た

関

す

る

資

料

は

、

次

に

掲

げ

る

財

務

諸

表

そ

の

他

文

書

を

そ

の

附

表

と

し

て

添

付

す

る

こ

と

が

で

き

区

長

が

必

要

と

認

め

る

資

料

と

す

る

。

る

。

一

当

該

年

度

の

前

年

度

末

の

貸

借

対

照

表

二

当

該

年

度

の

前

年

度

の

キ

ャ

ッ

シ

ュ

・

フ

ロ

ー

計

算

書

及

び

行

政

コ

ス

ト

計

算

書

４

区

長

は

、

前

三

項

に

掲

げ

る

も

の

の

ほ

か

、

必

要

に

応

じ

、

財

政

状

況

及

び

財

務

に

関

す

る

資

料

の

公

表

事

項

の

基

礎

と

な

る

資

料

を

公

表

す

る

も

の

と

す

る

。

（

公

表

方

法

）

第

四

条

財

政

事

情

の

公

表

は

、

区

役

所

門

前

掲

示

第

四

条

財

政

状

況

の

公

表

は

、

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

場

及

び

適

当

な

掲

示

場

に

掲

示

し

て

こ

れ

を

行

の

利

用

、

区

長

が

指

定

す

る

場

所

に

お

け

る

閲

う

。

覧

、

区

役

所

の

門

前

掲

示

場

へ

の

掲

示

そ

の

他

区

前

項

の

文

書

は

、

そ

の

公

表

の

日

か

ら

六

ケ

月

長

が

適

当

と

認

め

る

方

法

に

よ

り

行

う

も

の

と

す

間

何

人

も

区

長

の

指

定

し

た

場

所

に

お

い

て

、

そ
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る

。

の

閲

覧

を

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

前

項

の

規

定

に

よ

る

閲

覧

の

請

求

及

び

そ

の

方

法

に

関

し

必

要

な

事

項

は

、

区

長

が

こ

れ

を

定

め

る

。

（

委

任

）

第

五

条

こ

の

条

例

の

施

行

第

五

条

こ

の

条

例

の

定

め

る

も

の

の

外

財

政

事

情

に

関

し

必

要

な

事

項

は

、

区

長

が

の

公

表

の

手

続

に

関

し

必

要

な

事

項

は

、

区

長

が

定

め

る

。

こ

れ

を

定

め

る

。

第

二

条

に

よ

る

改

正

（

杉

並

区

職

員

定

数

条

例

の

一

部

改

正

）

新

条

例

旧

条

例

（

趣

旨

）

第

一

条

こ

の

条

例

は

、

地

方

自

治

法

（

昭

和

二

十

二

年

法

律

第

六

十

七

号

）

第

百

七

十

二

条

第

三

項

等

の

規

定

に

基

づ

き

、

杉

並

区

の

職

員

の

定

数

に

関

し

必

要

な

事

項

を

定

め

る

も

の

と

す

る

。

（

定

義

）

（

定

義

）

第

二

条

略

第

一

条

略
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（

区

長

の

責

務

）

第

三

条

区

長

は

、

職

員

の

定

数

を

定

め

る

に

当

た

つ

て

は

、

区

政

運

営

が

効

率

的

か

つ

機

動

的

な

も

の

と

な

る

よ

う

努

め

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

（

職

員

の

定

数

）

（

職

員

の

定

数

）

第

四

条

略

第

二

条

略

２

前

項

に

規

定

す

る

職

員

の

定

数

は

、

地

方

自

治

２

前

項

に

規

定

す

る

職

員

の

定

数

は

、

地

方

自

治

法

第

二

百

法

（

昭

和

二

十

二

年

法

律

第

六

十

七

号

）

第

二

百

五

十

二

条

の

十

七

の

規

定

に

よ

り

派

遣

を

受

け

た

五

十

二

条

の

十

七

の

規

定

に

よ

り

派

遣

を

受

け

た

職

員

を

含

む

も

の

と

す

る

。

職

員

を

含

む

も

の

と

す

る

。

３

及

び

４

略

３

及

び

４

略

（

職

員

の

定

数

の

配

分

）

（

職

員

の

定

数

の

配

分

）

第

五

条

略

第

三

条

略

（

公

表

）

第

六

条

区

長

は

、

毎

年

度

一

回

、

職

員

の

配

置

そ

の

他

の

職

員

の

状

況

に

関

す

る

資

料

を

作

成

し

、

公

表

す

る

も

の

と

す

る

。

（

委

任

）

第

七

条

職

員

の

種

別

、

任

用

、

分

限

、

服

務

そ

の

第

四

条

職

員

の

種

別

・

任

用

・

分

限

・

服

務

そ

の
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他

身

分

の

取

扱

い

に

関

し

て

は

、

別

に

定

め

る

。

他

身

分

の

取

扱

に

関

し

て

は

、

別

に

定

め

る

。

第

三

条

に

よ

る

改

正

（

杉

並

区

組

織

条

例

の

一

部

改

正

）

新

条

例

旧

条

例

（

趣

旨

）

第

一

条

こ

の

条

例

は

、

地

方

自

治

法

（

昭

和

二

十

二

年

法

律

第

六

十

七

号

）

第

百

五

十

八

条

第

一

項

の

規

定

に

基

づ

き

、

区

長

の

権

限

に

属

す

る

事

務

を

分

掌

さ

せ

る

た

め

の

組

織

に

関

し

必

要

な

事

項

を

定

め

る

も

の

と

す

る

。

（

区

長

の

責

務

）

第

二

条

区

長

は

、

組

織

の

編

成

に

当

た

っ

て

は

、

区

政

運

営

が

効

率

的

か

つ

機

動

的

な

も

の

と

な

る

よ

う

努

め

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

（

設

置

）

（

設

置

）

第

三

条

第

一

条

地

方

自

治

法

（

昭

和

二

十

二

年

法

律

第

六

十

七

号

）

第

百

五

十

八

条

第

一

項

の

規

定

に

基

づ

き

、

区

長

の

権

限

に

属

す

る

事

務

を

分

掌

さ

せ

る
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杉

並

区

に

次

の

部

を

置

く

。

た

め

、

杉

並

区

に

次

の

部

を

置

く

。

政

策

経

営

部

政

策

経

営

部

区

民

生

活

部

区

民

生

活

部

保

健

福

祉

部

保

健

福

祉

部

都

市

整

備

部

都

市

整

備

部

環

境

清

掃

部

環

境

清

掃

部

（

分

掌

事

務

）

（

分

掌

事

務

）

第

四

条

略

第

二

条

略

（

公

表

）

第

五

条

区

長

は

、

毎

年

度

一

回

、

組

織

の

状

況

に

関

す

る

資

料

を

作

成

し

、

公

表

す

る

も

の

と

す

る

。




